








































































































































































































































































































































































一試論─』ミネルヴァ書房（原著“COMMUNITY A Sociological Study; Being an Attempt to Set 















































































著 “LA PENSÉE PAYSAGÈRE” 2008）
34）同上、100頁
35）ベルクは、ツーリズムと全域的都市化という形で風景が消費の対象となっている、それにより生
態学的に維持しがたく、持続不可能な生活形態、倫理的に正当化しがたく、美的に受け入れがたい
現実をもたらしたと批判している。こうした現実が、今日の存在自体の構造契機、風土性と認識す
べきである。そうして、人間が風土身体を引き受ける必要があると主張している。（Augustin 
Berque（2011）104頁『風景という知─近代のパラダイムを超えて─』世界　思想社（原著 “LA 
PENSÉE PAYSAGÈRE” 2008）
36）和辻哲郎（1935）17頁『風土　人間学的考察』岩波文庫
37）同上、19頁
38）同上、22頁
39）同上、26頁
40）A. ベルク（2005）「風景と持続性のつながりとしての風土性」『ランドスケープ研究』69─2, 125
頁
（平成26年11月4日受理）
